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研究背景 

設計ツール 

光解析 

風解析 

研究目的 

× 

Rhinoceros 

Grasshopper 

× 

× 

目的関数 
• 床面昼光率 
• 照度分布のばらつき（標準偏差） 

DIVA 

壁面上を移動させるプログラムを作成 

Grasshopper 

多目的最適化を行う 

Octopus 

CFD解析・逆解析 

 

算出された位置感度方向に     
開口を手動で移動 

FlowDesigner 

最適化手法を設計に応用することで、 
現状の設計案の環境性能を 

より優れた性能へ向上させることが 
可能と考えられる 

数々の省エネルギー施策が実施される 

ZEH（ゼロ・エネルギー・ハウス）とは・・・ 
「外皮の断熱性能等を大幅に向上させるとともに、高効率奈設備システムの導入により、  
室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現した上で、再生可能エネルギーを
導入することにより、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロとすることを目指した住宅」 

開口部が制約を受けやすい 

ZEH（ゼロ・エネルギー・ハウス） 

• 設計のボリュームスタディ段階で     
熱的性能を担保させる 
 

• 最適化の設計変数の範囲を絞ることで、
限られた時間の中で実設計における 
多目的最適化を可能とする 

CADとUA値・ηA値が連動する 
設計者用ツールを開発する 

Grasshopperでモデルの分析・算出の実行プログラムを作成 

解析領域 

気象条件 

最適化結果 

居室内の評価領域内風速の変化 

最適化結果 

居室内の評価領域内風速の変化 
解析領域 

群（e） 二階 

群（e） 一階 

開口設置可能範囲 

風解析へ 
開口位置の移動 

（研究・作成協力：福本 拓人） 

多目的最適化とは・・・ 
トレードオフの関係にある複数の目的関数を同時に求める最適化法。 
多目的最適化で得られる解は、一般的にパレート解と呼ばれ、パレート解には
ある目的関数の高い解や別の目的関数の小さい解など、その解は様々である。 
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研究室 環境第2研究室 教員名 河野 良坪 カテゴリー 

通風逆解析と昼光解析を連動した開口部決定法  
（共同研究者 大阪工業大学大学院 福本 拓人、 早稲田大学／レビ設計室  中川 純） 

周辺街区モデル 現況の街区 

対象敷地 

N 

敷地 

：高さ10～40mの高台 

設計案：（レビ設計室／中川 純） 


